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　茨城県の鹿島臨海工業地帯は鉄鋼・

発電・石油化学などの工場群からな

る県下最大の工業集積地です。昭和

４４年に最初の工場が操業を始めてか

らおよそ半世紀、県の重要な産業基

盤の基地として定着しています。

　この工業地帯の重要なインフラの

ひとつが「鹿島臨海特定公共下水道」

と呼ばれる神栖市内の大規模な下水

道網です。約４,３７０万ｍ３にも及ぶ

その年間処理量の９割は１２０社を超

える工場からの産業排水が占めてい

ます。そのため水質や生活環境保全

については特に留意が払われており、

各企業が個別に一定の処理をした後

に公営下水処理場で最終処理をする

という二重の浄化工程が採用されて

います。

　この下水道網は工業地帯造成の一

環として整備されたもので、近年で

は老朽化が目立ち更新すべき時期に

来ていました。しかし産業排水が中

心ということもあって特に幹線とな

る管路は２４時間３６５日その使用を

止めることができませんでした。そ

こで導入されたのが、使用を中断す

ることなく管路の更生が可能な「Ｓ
Ｗライナー工法」です。

　既存の管路を掘削・交換せずにそ

の内面に粗度係数の小さい管路を新

たに形成するのがこの工法。作業人

員はマンホールからの送り込み作業

が基本で管の中には入らず、また地

上部で工事に要する専有面積も少な

いなど簡潔で、小規模かつ迅速（管

径φ１４００で５０ｍの製管に２時間程

度）に実施することができます。

　同工法を用いた２つの工区の施工

会社に対しては、管内に常時流入

する下水への対応や、他の工作物

が隣接する狭あいな施工環境など

の問題を解決しながら工事を実施

したその手際に対し、茨城県から

「令和２年度チャレンジいばらき土

木部長表彰」及び「令和２年度茨城

県鹿島下水道事務所優秀主任（監

理）技術者表彰」が授与されており、

いかに地域にとっても重要な工事

であったかが伺えます。
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製管工程での地上からのストリップ送り込み
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か
ご
し
ま
黒
豚
と
は
、
鹿
児
島
県
内
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飼

育
さ
れ
た
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バ
ー
ク
シ
ャ
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種
の
豚
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ま
た
は
そ
の
豚
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生
体
を
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し
ま
す
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約
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り
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起
源
と
い
わ
れ
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い
ま
す
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生
産
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飼
育
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ま
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を
六
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以
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そ
う
で
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脂
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の
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を
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上
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さ
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ぱ
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と
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ま
り
の
あ
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れ
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こ
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で
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引
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ま
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ま
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鹿
児
島
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し
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小
み
か
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の
ハ
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ブ
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で
食
べ
た

り
、
卵
に
つ
け
た
り
と
、
味
わ
い
方
も
様
々

で
す
。
あ
っ
さ
り
食
べ
ら
れ
て
、
脂
が
甘
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と
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美
味
し
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で
す
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緒
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も
摂
る
と
ヘ
ル
シ
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と
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い
ま
す
。

　

し
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し
ゃ
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の
お
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も
様
々
な
ス
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が
あ
り
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こ
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よ
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選
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い
で
す
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ロ
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ひ
鹿
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。
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取
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思
い
ま
す
。



　「フォトリックアート」は、平面に描

いた写真やイラストが今にも飛び出しそ

うに見える錯覚アートです。現場仮囲

いでの利用を主体に、建設現場を和ま

せたり、居合わせた人に小さなサプラ

イズを演出したり、お客様のご要望を

取り入れた絵柄にもお応えしています。

 

　福岡県北九州市「天籟寺初音町幹線

管渠築造工事」もそのひとつ。下水道

幹線増設のため掘削作業にはシールド

マシンを用いていますが、その発進立

坑となる防音ハウスは市街の公園敷地

を専有し、かつ保育園に面しています。

長期の工事となるため

　・近隣の方々に工事に対する理解を頂くこと

　・近隣の方々に配慮すること

が現場の重要な課題でした。

 

　そこで、イラスト多用でわかりやすさを重視した事業説

明板にはダイナミックに壁を飛び出すフォトリックアート

のシールドマシンをプラス。また国の重要無形文化財と

もなっている地元のお祭り「戸畑祇園大山笠」を題材に、

前年度の写真、それも当該地区で

のものをふんだんに使用したフォト

リックアートで、ご当地感を演出し

ています。昨年今年とお祭りの中止

を余儀なくされているなか「地域住

民に寄り添いたい」という現場の想

いを実現しました。

 

　遊び心にあふれた

フォトリックアート

は、アイデア一つで

街のあちこちに笑顔

を咲かせます。
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北九州市の下水道工事現場
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紀
元
前
二
千
五
百
年
の
昔
、
エ
ジ
プ
ト
の

ク
フ
王
の
「
ギ
ザ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
は
大
勢

の
奴
隷
が
鞭
打
た
れ
な
が
ら
作
っ
た
、
と
古

く
か
ら
い
わ
れ
て
来
た
の
だ
が
、
実
際
は
健

全
な
職
場
だ
っ
た
こ
と
が
最
近
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ジ
プ
ト
で
は
ナ
イ
ル
川
が
氾
濫
す
る
夏

か
ら
秋
の
数
ヶ
月
は
農
作
業
が
で
き
な
く
な

る
一
方
、
増
水
し
た
川
は
石
材
の
運
搬
に
む

し
ろ
都
合
が
良
く
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
に
は

こ
の
時
期
の
農
民
の
余
剰
労
働
力
が
効
果
的

に
投
入
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
労

働
者
へ
の
日
給
に
は
パ
ン
と
ビ
ー
ル
が
配
ら

れ
た
た
め
、
み
な
士
気
は
高
か
っ
た
。
労
働

者
宿
舎
の
遺
跡
か
ら
は
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の
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な
ど
も
多
数

出
土
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
栄
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を
摂
っ
て

作
業
に
当
た
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
ん
な
好
待
遇
で
、
約
二
十
年
の
歳
月
と

連
日
一
万
人
規
模
の
労
働
力
を
投
入
。
財
政

が
心
配
に
な
る
が
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
は
人

口
数
百
万
人
を
抱
え
て
お
り
、
意
外
に
無
理

の
な
い
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の
国
家
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だ
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た
。

　

ま
た
、
不
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に
も
作
業
中
の
事
故
で
亡
く

な
っ
た
人
は
、
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ラ
ミ
ッ
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に
ほ
ど
近
い
共

同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
自
体
が

建
設
従
事
者
の
地
位
が
低
く
な
い
こ
と
を
示

す
う
え
、
墓
石
に
は
「
ク
フ
王
の
友
人
」
と

い
う
一
文
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
。
先
代
の
王

へ
の
敬
意
を
忘
れ
な
い
た
め
国
と
民
と
が
一

致
協
力
し
て
進
め
た
イ
ベ
ン
ト
、
そ
れ
が
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。


